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１）創世記３１ 
 
51 ラバンは更に、ヤコブに言った。「ここに石塚があ

る。またここに、わたしがお前との間に立てた記念碑

がある。52 この石塚は証拠であり、記念碑は証人だ。

敵意をもって、わたしがこの石塚を越えてお前の方に

侵入したり、お前がこの石塚とこの記念碑を越えてわ

たしの方に侵入したりすることがないようにしよう。

53どうか、アブラハムの神とナホルの神、彼らの先祖

の神が我々の間を正しく裁いてくださいますように。」

ヤコブも、父イサクの畏れ敬う方にかけて誓った。54
ヤコブは山の上でいけにえをささげ、一族を招いて食

事を共にした。食事の後、彼らは山で一夜を過ごした。 
 
２）創世記６ 
 
1 さて、地上に人が増え始め、娘たちが生まれた。2
神の子らは、人の娘たちが美しいのを見て、おのおの

選んだ者を妻にした。3主は言われた。「わたしの霊は

人の中に永久にとどまるべきではない。人は肉にすぎ

ないのだから。」こうして、人の一生は百二十年となっ

た。4 当時もその後も、地上にはネフィリムがいた。

これは、神の子らが人の娘たちのところに入って産ま

せた者であり、大昔の名高い英雄たちであった。 
5 主は、地上に人の悪が増し、常に悪いことばかりを

心に思い計っているのを御覧になって、6 地上に人を

造ったことを後悔し、心を痛められた。7 主は言われ

た。「わたしは人を創造したが、これを地上からぬぐい

去ろう。人だけでなく、家畜も這うものも空の鳥も。

わたしはこれらを造ったことを後悔する。」8 しかし、

ノアは主の好意を得た。 
 
３）出エジプト記１５ 
 
11主よ、神々の中に あなたのような方が誰かあるで

しょうか。誰か、あなたのように聖において輝き ほ

むべき御業によって畏れられ くすしき御業を行う方

があるでしょうか。 
 
４）詩編７４ 
 
12しかし神よ、いにしえよりのわたしの王よ この地

に救いの御業を果たされる方よ。 
13 あなたは、御力をもって海を分け 大水の上で竜

の頭を砕かれました。 
14 レビヤタンの頭を打ち砕き それを砂漠の民の食

糧とされたのもあなたです。 
 
 

５）申命記６ 
 
4 聞け、イスラエルよ。我らの神、主は唯一の主であ

る。5 あなたは心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くし

て、あなたの神、主を愛しなさい。 
 
６）出エジプト記２０ 
 
1神はこれらすべての言葉を告げられた。2「わたしは

主、あなたの神、あなたをエジプトの国、奴隷の家か

ら導き出した神である。3 あなたには、わたしをおい

てほかに神があってはならない。4 あなたはいかなる

像も造ってはならない。上は天にあり、下は地にあり、

また地の下の水の中にある、いかなるものの形も造っ

てはならない。5 あなたはそれらに向かってひれ伏し

たり、それらに仕えたりしてはならない。わたしは主、

あなたの神。わたしは熱情の神である。・・・ 
 
７）申命記４ 
 
15あなたたちは自らよく注意しなさい。主がホレブで

火の中から語られた日、あなたたちは何の形も見なか

った。16堕落して、自分のためにいかなる形の像も造

ってはならない。男や女の形も、17地上のいかなる獣

の形も、空を飛ぶ翼のあるいかなる鳥の形も、18地上

を這ういかなる動物の形も、地下の海に住むいかなる

魚の形も。19また目を上げて天を仰ぎ、太陽、月、星

といった天の万象を見て、これらに惑わされ、ひれ伏

し仕えてはならない。それらは、あなたの神、主が天

の下にいるすべての民に分け与えられたものである。

20しかし主はあなたたちを選び出し、鉄の炉であるエ

ジプトから導き出し、今日のように御自分の嗣業の民

とされた。 
 
８）申命記３２ 
 
1 天よ、耳を傾けよ、わたしは語ろう。地よ、聞け、

わたしの語る言葉を。 
2 わたしの教えは雨のように降り注ぎ わたしの言葉

は露のように滴る。若草の上に降る小雨のように 青

草の上に降り注ぐ夕立のように。 
3 わたしは主の御名を唱える。御力をわたしたちの神

に帰せよ。 
 ・・・ 
8 いと高き神が国々に嗣業の土地を分け 人の子らを

割りふられたとき 神の子らの数に従い 国々の境を

設けられた。 
9 主に割り当てられたのはその民 ヤコブが主に定め

られた嗣業。 
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 ・・・ 
15エシュルンはしかし、肥えると足でけった。お前は

肥え太ると、かたくなになり 造り主なる神を捨て、

救いの岩を侮った。 
 ・・・ 
21 彼らは神ならぬものをもって わたしのねたみを

引き起こし むなしいものをもって わたしの怒りを

燃えたたせた。それゆえ、わたしは民ならぬ者をもっ

て 彼らのねたみを引き起こし 愚かな国をもって 

彼らの怒りを燃えたたせる。 
 ・・・ 
39 しかし見よ、わたしこそ、わたしこそそれである。 

わたしのほかに神はない。わたしは殺し、また生かす。 

わたしは傷つけ、またいやす。わが手を逃れうる者は、

一人もない。 
 ・・・ 
43国々よ、主の民に喜びの声をあげよ。主はその僕ら

の血に報復し 苦しめる者に報復して、その民の土地

を贖われる。 
 
９）詩編２９ 
 
1 ・・・ 神の子らよ、主に帰せよ 栄光と力を主

に帰せよ 
2 御名の栄光を主に帰せよ。聖なる輝きに満ちる主に

ひれ伏せ。 
 
１０）ヨシュア記２４ 
 
14あなたたちはだから、主を畏れ、真心を込め真実を

もって彼に仕え、あなたたちの先祖が川の向こう側や

エジプトで仕えていた神々を除き去って、主に仕えな

さい。15もし主に仕えたくないというならば、川の向

こう側にいたあなたたちの先祖が仕えていた神々でも、

あるいは今、あなたたちが住んでいる土地のアモリ人

の神々でも、仕えたいと思うものを、今日、自分で選

びなさい。ただし、わたしとわたしの家は主に仕えま

す。」 
 
１１）列王記上１８ 
 
20 アハブはイスラエルのすべての人々に使いを送り、

預言者たちをカルメル山に集めた。21エリヤはすべて

の民に近づいて言った。「あなたたちは、いつまでどっ

ちつかずに迷っているのか。もし主が神であるなら、

主に従え。もしバアルが神であるなら、バアルに従え。」

民はひと言も答えなかった。22エリヤは更に民に向か

って言った。「わたしはただ一人、主の預言者として残

った。バアルの預言者は四百五十人もいる。23我々に

二頭の雄牛を用意してもらいたい。彼らに一頭の雄牛

を選ばせて、裂いて薪の上に載せ、火をつけずにおか

せなさい。わたしも一頭の雄牛を同じようにして、薪

の上に載せ、火をつけずにおく。24そこであなたたち

はあなたたちの神の名を呼び、わたしは主の御名を呼

ぶことにしよう。火をもって答える神こそ神であるは

ずだ。」民は皆、「それがいい」と答えた。25エリヤは

バアルの預言者たちに言った。「あなたたちは大勢だか

ら、まずあなたたちが一頭の雄牛を選んで準備し、あ

なたたちの神の名を呼びなさい。火をつけてはならな

い。」26 彼らは与えられた雄牛を取って準備し、朝か

ら真昼までバアルの名を呼び、「バアルよ、我々に答え

てください」と祈った。しかし、声もなく答える者も

なかった。彼らは築いた祭壇の周りを跳び回った。27
真昼ごろ、エリヤは彼らを嘲って言った。「大声で呼ぶ

がいい。バアルは神なのだから。神は不満なのか、そ

れとも人目を避けているのか、旅にでも出ているのか。

恐らく眠っていて、起こしてもらわなければならない

のだろう。」28 彼らは大声を張り上げ、彼らのならわ

しに従って剣や槍で体を傷つけ、血を流すまでに至っ

た。29真昼を過ぎても、彼らは狂ったように叫び続け、

献げ物をささげる時刻になった。しかし、声もなく答

える者もなく、何の兆候もなかった。 
30 エリヤはすべての民に向かって、「わたしの近くに

来なさい」と言った。すべての民が彼の近くに来ると、

彼は壊された主の祭壇を修復した。31エリヤは、主が

かつて、「あなたの名はイスラエルである」と告げられ

たヤコブの子孫の部族の数に従って、十二の石を取り、

32その石を用いて主の御名のために祭壇を築き、祭壇

の周りに種二セアを入れることのできるほどの溝を掘

った。33次に薪を並べ、雄牛を切り裂き、それを薪の

上に載せ、34「四つの瓶に水を満たして、いけにえと

薪の上にその水を注げ」と命じた。彼が「もう一度」

と言うと、彼らはもう一度そうした。彼が更に「三度

目を」と言うと、彼らは三度同じようにした。35水は

祭壇の周りに流れ出し、溝にも満ちた。 
36献げ物をささげる時刻に、預言者エリヤは近くに来

て言った。「アブラハム、イサク、イスラエルの神、主

よ、あなたがイスラエルにおいて神であられること、

またわたしがあなたの僕であって、これらすべてのこ

とをあなたの御言葉によって行ったことが、今日明ら

かになりますように。37わたしに答えてください。主

よ、わたしに答えてください。そうすればこの民は、

主よ、あなたが神であり、彼らの心を元に返したのは、

あなたであることを知るでしょう。」38 すると、主の

火が降って、焼き尽くす献げ物と薪、石、塵を焼き、

溝にあった水をもなめ尽くした。39これを見たすべて

の民はひれ伏し、「主こそ神です。主こそ神です」と言

った。40エリヤは、「バアルの預言者どもを捕らえよ。
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一人も逃がしてはならない」と民に命じた。民が彼ら

を捕らえると、エリヤは彼らをキション川に連れて行

って殺した。 
 
１２）ホセア書２ 
 
16その日が来ればと 主は言われる。あなたはわたし

を、「わが夫」と呼び もはや、「わが主人（バアル）」

とは呼ばない。17わたしは、どのバアルの名をも 彼

女の口から取り除く。もはやその名が唱えられること

はない。 
 
１３）ホセア書１３ 
 
4 わたしこそあなたの神、主。エジプトの地からあな

たを導き上った。わたしのほかに、神を認めてはなら

ない。わたしのほかに、救いうる者はない。 
5 荒れ野で、乾ききった地で わたしはあなたを顧み

た。 
 
１４）詩編８２ 
 
賛歌。アサフの詩。  
1 神は神聖な会議の中に立ち 神々の間で裁きを行わ

れる。 
2 いつまであなたたちは不正に裁き 神に逆らう者の

味方をするのか。〔セラ 
3 弱者や孤児のために裁きを行い 苦しむ人、乏しい

人の正しさを認めよ。 
4 弱い人、貧しい人を救い 神に逆らう者の手から助

け出せ。」 
5 彼らは知ろうとせず、理解せず 闇の中を行き来す

る。地の基はことごとく揺らぐ。 
6 わたしは言った 「あなたたちは神々なのか 皆、

いと高き方の子らなのか」と。 
7 しかし、あなたたちも人間として死ぬ。君侯のよう

に、いっせいに没落する。 
8 神よ、立ち上がり、地を裁いてください。あなたは

すべての民を嗣業とされるでしょう。 
 
１５）イザヤ書８ 
 
5主は重ねてわたしに語られた。6「この民はゆるやか

に流れるシロアの水を拒み レツィンとレマルヤの子

のゆえにくずおれる。7 それゆえ、見よ、主は大河の

激流を 彼らの上に襲いかからせようとしておられる。

すなわち、アッシリアの王とそのすべての栄光を。激

流はどの川床も満たし 至るところで堤防を越え  ユ
ダにみなぎり、首に達し、溢れ、押し流す。その広げ

た翼は インマヌエルよ、あなたの国土を覆い尽く

す。」 
 
１６）民数記２１ 
 
8主はモーセに言われた。「あなたは炎の蛇を造り、旗

竿の先に掲げよ。蛇にかまれた者がそれを見上げれば、

命を得る。」9モーセは青銅で一つの蛇を造り、旗竿の

先に掲げた。蛇が人をかんでも、その人が青銅の蛇を

仰ぐと、命を得た。 
 
１７）列王記下１８ 
 
1イスラエルの王、エラの子ホシェアの治世第三年に、

ユダの王アハズの子ヒゼキヤが王となった。・・・4聖

なる高台を取り除き、石柱を打ち壊し、アシェラ像を

切り倒し、モーセの造った青銅の蛇を打ち砕いた。イ

スラエルの人々は、このころまでこれをネフシュタン

と呼んで、これに香をたいていたからである。 
 
１８）イザヤ書４４ 
 
9 偶像を形づくる者は皆、無力で 彼らが慕うものも

役に立たない。彼ら自身が証人だ。見ることも、知る

こともなく、恥を受ける。10無力な神を造り 役に立

たない偶像を鋳る者はすべて 11 その仲間と共に恥

を受ける。職人も皆、人間にすぎず 皆集まって立ち、

恐れ、恥を受ける。 
12鉄工は金槌と炭火を使って仕事をする。槌でたたい

て形を造り、強い腕を振るって働くが 飢えれば力も

減り、水を飲まなければ疲れる。13木工は寸法を計り、

石筆で図を描き のみで削り、コンパスで図を描き 

人の形に似せ、人間の美しさに似せて作り 神殿に置

く。14彼は林の中で力を尽くし 樅を切り、柏や樫の

木を選び また、樅の木を植え、雨が育てるのを待つ。

15木は薪になるもの。人はその一部を取って体を温め 

一部を燃やしてパンを焼き その木で神を造ってそれ

にひれ伏し 木像に仕立ててそれを拝むのか。16また、

木材の半分を燃やして火にし 肉を食べようとしてそ

の半分の上であぶり 食べ飽きて身が温まると 「あ

あ、温かい、炎が見える」などと言う。17残りの木で

神を、自分のための偶像を造り ひれ伏して拝み、祈

って言う。「お救いください、あなたはわたしの神」と。 
18彼らは悟ることもなく、理解することもない。目は

ふさがれていて見えず 心もふさがれていて、目覚め

ることはない。19反省することもなく、知識も英知も

なく 「わたしは半分を燃やして火にし その炭火で

パンを焼き、肉をあぶって食べた。残りの木で忌むべ

きものを造ったり 木の切れ端を拝んだりできよう
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か」とは言わない。 
 
１９）イザヤ書４０ 
 
12 手のひらにすくって海を量り 手の幅をもって天

を測る者があろうか。地の塵を升で量り尽くし 山々

を秤にかけ 丘を天秤にかける者があろうか。 
13主の霊を測りうる者があろうか。主の企てを知らさ

れる者があろうか。 
14主に助言し、理解させ、裁きの道を教え 知識を与

え、英知の道を知らせうる者があろうか。 
 
２０）イザヤ書４１ 
 
21訴え出て、争うがよい、と主は言われる。お前たち

の論拠を示せ、とヤコブの王は言われる。 
22 起こるべきことをわたしたちに示し、告げてみよ。

初めにあったことを告げてみよ。 我々はそれを心に

留めよう。あるいは、来るべきことを聞かせてみよ。

未来のことを悟るとしよう。 
23将来にかかわるしるしは何か、告げてみよ。 お前

たちが神であることを悟るとしよう。 良くも悪くも

行ってみよ 我々は共に見せてもらおう。 
24 しかし、お前たちは無に等しく、働きはむなしい。

お前たちを選ぶ者は忌むべき者だ。 
 
２１）イザヤ書４３ 
 
10 わたしの証人はあなたたち わたしが選んだわた

しの僕だ、と主は言われる。あなたたちはわたしを知

り、信じ 理解するであろう わたしこそ主、わたし

の前に神は造られず わたしの後にも存在しないこと

を。 
11わたし、わたしが主である。わたしのほかに救い主

はない。 
12わたしはあらかじめ告げ、そして救いを与え あな

たたちに、ほかに神はないことを知らせた。あなたた

ちがわたしの証人である、と 主は言われる。わたし

は神 
13今より後も、わたしこそ主。わたしの手から救い出

せる者はない。わたしが事を起こせば、誰が元に戻し

えようか。 
 
 
（『聖書 新共同訳』より） 
 


